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真和中・高等学校

（１）

く

ど
く

合
掌
の
功
徳

学
校
長

上
田

祐
規

い
つ
ま
で
も
寒
か
っ
た
今
春

も
四
月
に
入
っ
て
一
挙
に
暖
か

く
な
り
、
そ
の
せ
い
か
桜
も
例

年
よ
り
遅
か
っ
た
。
今
年
は
ど

こ
も
き
れ
い
な
桜
で
、
校
庭
の

桜
は
と
て
も
美
し
か
っ
た
。
中

学
八
〇
名
、
高
校
二
三
四
名
の

新
入
生
が
制
服
の
香
も
新
し
く

入
学
し
て
き
た
。
真
和
諸
賢
の

姿
を
眺
め
な
が
ら
ま
こ
と
に
頼

も
し
く
、
そ
れ
だ
け
に
教
育
の

責
の
重
さ
を
感
じ
る
春
で
あ

る
。
昨
今
の
わ
が
国
の
教
育
行

政
は
「
朝
令
暮
改
」
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
国
際
社
会
に
生

き
ぬ
い
て
い
く
た
め
に
は
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と

学
問
を
し
て
い
く
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
勉
強
を
奨
励
す
る
こ
と
を
第

一
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
勉
強
を
通
し
て
人
間
を

磨
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
幸

い
に
私
ど
も
私
学
教
育
に
お
い

て
は
、
そ
の
学
園
の
建
学
の
精

神
に
よ
る
教
育
を
自
由
に
行
っ

て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

私
ど
も
の
学
園
は
仏
教
精
神
に

よ
る
教
育
、
な
か
ん
づ
く
浄
土

宗
（
法
然
上
人
）
の
教
え
に
よ

る
教
育
を
行
う
の
で
あ
る
。
私

ど
も
を
救
っ
て
下
さ
る
み
仏
に

合
掌
す
る
精
神
生
活
を
日
常
生

活
の
基
盤
と
す
る
教
育
で
あ

る
。
学
園
に
在
籍
す
る
教
職

員
、
生
徒
一
同
は
み
な
合
掌
の

生
活
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
の
姿
が
学
園
正
面
の
「
四

恩
塔
」
に
対
す
る
朝
夕
の
感
謝

の
一
礼
で
あ
る
。
人
類
の
恒
久

平
和
を
希
求
し
、
自
ら
の
深
い

精
神
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
道

徳
の
み
で
充
分
と
い
う
人
も

い
る
と
思
う
が
、
私
ど
も
は

よ
り
以
上
に
広
い
深
い
世
界

が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
毎
年
、
卒
業

式
の
日
に
刊
行
し
て
い
る
宗

教
部
の
冊
子
が
あ
る
が
、
そ

の
中
に
毎
日
合
掌
し
て
い
る

と
「
何
だ
か
仏
様
か
ら
護
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
」
と
書
い
て
い
た
生
徒
が

い
た
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
暖

か
な
人
間
の
心
根
も
培
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
楽

し
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

罪
深
い
私
ど
も
も
日
々
の
合

掌
で
心
を
洗
い
、
人
と
し
て

の
心
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
特
に
新
入
生

に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
。
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葉
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５
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岡
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岡
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〃
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〃
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熊
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（
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大
分
大（
教
育
福
祉
）

〃（
教
育
福
祉
）

〃（
教
育
福
祉
）

宮
崎
大（
教
育
文
化
）

〃

（

農

）

鹿
児
島
大（
法
文
）

〃

（
教
育
）

〃
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（
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（

農
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農

）

〃

（
水
産
）

琉

球

大（

理

）

首
都
大
学
東
京（
都
市
教
養
）

〃

（
シ
ス
テ
ム
）

岐
阜
薬
大（

薬

）

静
岡
県
立
大（

薬

）

神
戸
市
外
大（
外
国
語
）

北
九
州
市
立
大（

法

）

〃

（
経
済
）

熊
本
県
立
大（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
総
合
管
理
）

〃

（
環
境
共
生
）

防
衛
大
学
校（
人
文
）

〃

（
人
文
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

防
衛
大
学
校
（
理
工
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

北
海
道
医
療
大（
心
理
科
学
）

〃

（

歯

）

城
西
国
際
大（

薬

）

千
葉
工
大（

工

）

東
京
歯
大（

歯

）

青
山
学
院
大（

法

）

〃

（
理
工
）

亜
細
亜
大（
経
営
）

共
立
女
子
大（
文
芸
）

慶
応
大（
環
境
情
報
）

駒

澤

大（
経
営
）

芝
浦
工
大（

工

）

〃

（
シ
ス
工
）

〃

（
シ
ス
工
）

昭

和

大（

薬

）

成
城
大（
社
会
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

〃

（
文
芸
）

中

央

大（

法

）

〃

（

法

）

〃（
総
合
政
策
）

〃

（
経
済
）

〃

（

商

）

〃

（

商

）

〃

（

商

）

〃

（

商

）

〃

（
理
工
）

津
田
塾
大（
学
芸
）

帝

京

大（
医
・
医
）

東

海

大（

法

）

東
京
電
機
大（

工

）

東
京
工
芸
大（
工
・
シ
）

〃

（
工
・
コ
）

〃

（
芸
・
映
）

〃

（
芸
・
デ
）

東
京
農
大（
国
際
食
料
）

東
京
理
大（
経
営
）

〃

（
経
営
）

〃

（

薬

）

〃

（

薬

）

日

本

大（

法

）

〃

（
松
戸
歯
）

日
本
大（
生
物
資
源
）

日
本
女
子
大（
文
・
英
）

〃

（
文
・
史
）

法

政

大（

文

）

〃

（

法

）

〃

（

法

）

〃

（
経
営
）

武
蔵
野
音
大（
音
楽
）

武
蔵
野
美
大（
造
・
映
）

〃

（
造
・
デ
）

明

治

大（

文

）

〃（
政
治
経
済
）

〃（
政
治
経
済
）

〃

（

商

）

立

教

大（
経
済
）

早
稲
田
大（
政
治
経
済
）

〃

（

商

）

〃

（

商

）

〃（
社
会
科
学
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

麻

布

大（
獣
医
）

神
奈
川
大（
経
済
）

〃

（

理

）

フ
ェ
リ
ス
女
大（

文

）

愛
知
学
院
大（

歯

）

名
古
屋
外
大（
外
国
語
）

日
本
福
祉
大
（
社
会
福
祉
）

名

城

大（

薬

）

星

城

大（
経
営
）

鈴
鹿
医
療
科
学
大（
保
健
衛
生

）

京
都
産
大（
経
済
）

同
志
社
大（
社
会
）

〃

（

文

）

〃

（

文

）

〃

（

商

）

同
志
社
女
子
大（

薬

）

〃（
生
活
科
学
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大（
心
理
）

明
治
鍼
灸
大（
鍼
灸
）

立
命
館
大（

文

）

〃

（

法

）

〃

（

法

）

〃

（
経
済
）

〃（
産
業
社
会
）

〃

（
理
工
）

〃

（
理
工
）

〃（
情
報
理
工
）

医
・
歯
・
薬
の
壁
厚
く

三
年
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る

「
東
大
・
京
大
・
東
工
大
」
そ

ろ
い
踏
み
と
い
う
現
役
の
快
挙
が

一
部
に
は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体

と
し
て
今
春
の
入
試
は
本
校
生
に

と
っ
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

医
歯
薬
受
験
希
望
者
の
増
加
に
伴

う
も
の
が
、
そ
の
最
大
の
原
因
で

あ
ろ
う
。

長
引
く
不
況
か
ら
く
る
実
学
志

向
の
中
、
こ
れ
ら
の
学
部
は
天
井

知
ら
ず
と
も
言
え
る
難
化
を
続
け

て
い
る
。
特
に
国
立
大
学
の
医
学

科
は
、
学
費
の
安
さ
も
あ
り
全
国

区
の
競
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

な
る
と
、
も
は
や
生
半
可
な
学
習

で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
相
当

な
実
力
に
加
え
、
用
意
周
到
な
計

画
性
が
不
可
欠
で
あ
る
。
三
年
生

に
な
っ
て
の
受
験
勉
強
で
は
遅
す

ぎ
る
。
例
え
ば
、
医
学
科
の
場

合
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
最
低
８
割

５
分
程
度
の
得
点
が
要
求
さ
れ

る
。
こ
れ
以
下
だ
と
二
次
試
験
で

の
逆
転
が
難
し
い
。
さ
ら
に
、
セ

ン
タ
ー
試
験
と
二
次
試
験
の
相
関

関
係
は
極
め
て
高
い
（
即
ち
、
セ

ン
タ
ー
試
験
に
強
い
者
は
二
次
試

験
の
出
来
も
良
い
）
の
で
、
セ
ン

タ
ー
不
出
来
の
者
に
と
り
、
医
学

科
は
い
よ
い
よ
厚
い
壁
と
な
り
立

ち
ふ
さ
が
っ
て
く
る
。

医
学
科
に
限
ら
ず
、
難
関
校
合

格
に
は
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
高
得

点
が
要
求
さ
れ
る
。
苦
手
科
目
が

な
い
こ
と
に
加
え
、
複
数
の
得
意

科
目
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
受
験

を
意
識
し
た
早
く
か
ら
の
学
習
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

セ
ン
タ
ー
に
続
く
二
次
の
記
述

試
験
は
、
理
解
力
、
思
考
力
を
問

う
問
題
が
主
流
で
あ
り
、
小
手
先

の
学
習
で
通
用
す
る
も
の
で
は
な

い
。
二
次
力
養
成
の
た
め
に
は

じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
取
り

組
む
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

文
理
を
問
わ
ず
、
難
関
校
・
学

部
を
目
標
に
す
る
者
は
二
年
次
の

過
ご
し
方
如
何
で
夢
の
実
現
の
可

能
性
が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
と

心
せ
よ
。
受
験
勉
強
に
は
二
年
は

か
か
る
と
言
い
た
い
。

以
下
、
合
格
者
を
掲
載
す
る
。
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「
学
問
の
す
ゝ
め
」が
す
す
め
る
も
の

中
学
教
頭

藤

元
文

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造

ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら

ず
と
言
え
り
…
…
。
」
で
は

じ
ま
る
「
学
問
の
す
ゝ
め
」

は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お

り
、
慶
應
義
塾
を
開
い
た
福

澤
諭
吉
が
記
し
た
も
の
で
、

今
も
っ
て
多
く
の
人
に
読
ま

れ
る
名
著
で
す
。
時
代
を
越

え
て
も
読
ま
れ
る
こ
の
本
の

底
に
あ
る
も
の
は
何
か
、
今

な
お
新
鮮
な
感
覚
で
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か

等
々
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

た
。冒

頭
の
一
節
は
、
「
天
が
人

間
を
造
っ
た
と
き
、
万
人
は
皆

同
じ
地
位
、
資
格
を
持
ち
、
生

ま
れ
な
が
ら
平
等
で
あ
る
よ
う

に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
に

人
間
社
会
を
見
渡
す
と
、
貧
富

の
差
や
、
生
活
の
中
に
差
が
出

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
『
学

ぶ
か
、
学
ば
な
い
か
』
に
よ
っ

て
起
き
る
の
で
あ
る
。
」
と
い

う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る

の
で
す
。

し
る記
さ
れ
た
時
代
が
違
う
の

で
、
諭
吉
の
考
え
が
す
ぐ
に
現

代
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
「
学
ぶ
か
、
学

ば
な
い
か
の
結
果
が
富
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
、
皆
さ

ん
の
今
の
生
活
に
例
え
て
い
け

ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
人
に
も
、
活
躍
の
機

会
（
チ
ャ
ン
ス
）
は
平
等
に
め

ぐ
っ
て
来
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
「
チ
ャ

ン
ス
」
と
し
て
活
か
せ
る
か
ど

う
か
は
、
そ
の
人
の
「
日
常
の

努
力
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

「
日
常
の
努
力
」
の
中
身
に

つ
い
て
、
諭
吉
は
、
「
学
問
す

る
こ
と
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
私
は
努
力
の
積
み
重
ね
で

で
き
る
こ
と
は
、
す
べ
て

「
チ
ャ
ン
ス
に
活
き
て
く
る
」

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
野
球
で
、
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
が
絶

好
球
で
あ
っ
て
も
、
打
者
の

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
が
不
十
分

で
あ
れ
ば
打
つ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
絶

好
の
ト
ス
が
上
が
っ
て
も
、
ア

タ
ッ
カ
ー
の
練
習
が
不
足
し
て

お
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
に
は
つ
な

が
ら
な
い
の
で
す
。
入
社
試
験

も
、
大
学
入
試
も
、
す
べ
て
が

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
活
か
す
た
め
の
日
常
の
努
力

点
と
し
て
、
私
は
次
の
三
つ
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

一
、
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
と
り
、

チ
ャ
ン
ス
に
気
づ
く
目
を
育
て

る
こ
と
。

チ
ャ
ン
ス
に
は
、
型
が
あ
る

も
の
で
す
。
い
く
つ
か
の
タ
イ

プ
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の

対
応
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
図
形
の
問

題
が
補
助
線
一
本
で
解
決
で
き

た
り
、
数
式
の
く
く
り
方
一
つ

で
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
、
型

を
覚
え
る
こ
と
で
解
き
方
が
見

え
て
き
た
り
し
ま
す
。
そ
う
し

た
「
見
え
る
目
」
も
、
日
頃
の

努
力
で
育
つ
も
の
で
す
。

二
、
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
た
め

に
、
積
極
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
こ
と
。

チ
ャ
ン
ス
は
、
待
っ
て
い
て

も
来
ま
せ
ん
。
攻
め
の
姿
勢
で

チ
ャ
ン
ス
に
向
き
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
い
ま
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

き
、
や
り
す
ご
し
た
こ
と
に
重

要
性
を
見
い
だ
し
た
り
し
て
い

る
と
、
チ
ャ
ン
ス
の
方
か
ら

寄
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

三
、
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ
た
か

反
省
し
、
次
の
チ
ャ
ン
ス
に
そ

な
え
る
こ
と
。

チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
場
合
、

ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
か
反
省

す
る
こ
と
は
、
次
の
チ
ャ
ン
ス

を
確
実
に
も
の
に
す
る
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を

う
ま
く
と
ら
え
た
場
合
、
成
功

感
と
な
っ
て
、
次
の
チ
ャ
ン
ス

へ
積
極
的
に
立
ち
向
か
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
反
省
こ

そ
が
、
人
間
の
成
長
に
つ
な
が

る
も
の
な
の
で
す
。

以
上
、
三
つ
の
場
合
の
い
ず

れ
を
と
っ
て
も
、
根
底
に
は
普

段
の
努
力
、
普
段
の
「
学
問
す

る
」
姿
勢
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
努
力
を
し
な
い
で
、
基
本

的
学
力
す
ら
持
た
な
い
で
、

チ
ャ
ン
ス
に
気
づ
い
た
り
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
し
た
り
で
き
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
諭
吉
は
「
学
問
を

す
す
め
」
た
の
で
す
。

さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
学
問
の
究
極
の
目
的
に

は
二
つ
の
も
の
が
あ
る
こ
と

を
、
諭
吉
は
述
べ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は

①
自
立
し
た
個
人
と
し
て
の

活
動
の
た
め
の
も
の

②
人

間
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
の

た
め
の
も
の

で
す
。
特
に

②
は
、
社
会
や
文
化
の
発
展

に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
諭
吉

は
強
調
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
学
問
に
励
む

者
は
み
な
、
先
人
た
ち
の
遺

産
を
受
け
つ
い
で
、
進
歩
の

先
端
に
立
っ
て
い
ら
れ
る
の

だ
か
ら
、
さ
ら
に
文
明
の
発

展
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
に
努

力
を
し
て
も
そ
れ
で
十
分
と

い
う
こ
と
な
ど
な
い
の
で
あ

る
（
檜
谷
昭
彦
氏
の
現
代
訳

に
よ
る
）
。
」
と
い
う
言
葉

に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

と
私
は
思
い
ま
す
。
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卒業年
卒業生数
（ ）内
女子数

合格総数
現浪
合計

現 役

合格数

国公立・準大
合 格 数

熊 本 大 学
合 格 数

私 立 大

合 格 数

短 大
専門学校等
合 格 数現 浪 計 現 浪 計

8 168（ 72） 326 169 53 33 86 14 6 20 218 22

9 131（ 51） 227 95 39 18 57 14 2 16 165 5

10 185（ 78） 269 135 40 26 66 6 8 14 190 13

11 206（ 90） 352 177 73 31 104 31 11 42 235 13

12 218（ 85） 293 142 59 27 86 13 9 22 195 12

13 211（ 97） 346 169 60 45 105 24 10 34 221 20

14 188（ 75） 280 102 48 46 94 10 14 24 171 15

15 240（102） 329 175 70 48 118 25 9 34 189 22

16 190（ 96） 338 150 46 55 101 16 19 35 220 17

17 228（103） 320 152 51 42 93 13 14 27 219 9

過去10年間の卒業生数と上級学校合格状況
現 役 旧 卒 計

合 計
男 女 男 女 男 女

国 立 大 学 22 8 19 15 41 23 64

公 立 大 学 5 7 5 2 10 9 19

準 大 学 9 0 0 1 9 1 10

私 立 大 学 38 56 68 57 106 113 219

短 期 大 学 0 2 0 0 0 2 2

高 等 看 護 0 0 0 1 0 1 1

そ の 他 1 4 1 0 2 4 6

総 計 75 77 93 76 168 153 321

平成17年入試 上級学校合格者数
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